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》
研
究
ノ
ー
ト
《
① 

鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
追
憶 

（
そ
の
１
） 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

か
つ
て
由
比
ヶ
浜
の
松
林
の
中
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
姿
を
見
せ
て
い
た
西
洋
建
築
「
鎌
倉
海
濱
ホ
テ
ル
」

を
記
憶
し
て
い
る
人
も
尐
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
終

戦
直
後
の
火
災
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
て
か
ら
七
十
年

近
く
も
経
つ
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 
そ
の
場
所
は
海
岸
通
り
の
海
側
、
旧
地
番
で
乱
橋
材

木
座
一
一
〇
一
、
一
一
〇
二
、
一
一
五
四
～
一
一
五
七
、

一
一
七
八
、
一
一
八
〇
～
一
一
八
四
番
、
大
町
飛
地
二

四
五
二
～
二
四
五
四
番
他
、
現
在
の
由
比
ガ
浜
四
丁
目

八
、
九
に
位
置
し
て
お
り
、
最
近
ま
で
海
辺
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。
今
は
跡

地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
ん
で
い
る
。 

 
 

 

創
設
期 

明
治
二
十
年
代
に
遡
る
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
設
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
初
期
の
目
的
は
ホ
テ
ル
で
は
な
く
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
（
療
養
所
）
で
あ
っ
た
。
名
称
は
「
鎌
倉
海
濱
院
」 

で
あ
る
。
設
立
の
時
期
に
つ
い
て
、
明
治
十
九
年
七
月 

説
（
鈴
木
三
五
郎
「
鎌
倉
海
濱
ホ
テ
ル
発
祥
の
由
来
」 

昭
和
１
９
年
１
０
月
・
相
原
典
夫
「
鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル

考
」『
鎌
倉
』
３
４
号
昭
和
５
５
年
５
月
）
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
新
聞
記
事
に
よ
り
明
治
二
十
年
八
月
一
日

開
院
と
し
て
お
く
（
毎
日
新
聞 

明
治
２
０
年
７
月
２

９
日
「
鎌
倉
海
浜
院
八
月
一
日
ヨ
リ
開
院
ス
」・『
鎌
倉

市
史
近
代
通
史
編
』
１
３
８
頁
）。 

 

鎌
倉
の
海
岸
に
洋
式
の
保
養
所
を
建
設
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
、
す
で
に
横
浜
の
富
豪
商
人
の
間
に
明
治

十
五
年
に
は
起
き
て
い
た
と
い
う
（
『
鎌
倉
市
史
近
代

通
史
編
』
１
３
７
頁
）
。
し
か
し
そ
の
頃
、
横
浜
の
有

力
生
糸
売
込
商
、
原
善
三
郎
、
茂
木
惣
兵
衛
ら
は
、
外

国
商
人
達
と
対
抗
す
る
た
め
に
「
連
合
生
糸
荷
預
所
」

を
設
立
し
、
生
糸
取
引
の
窓
口
一
本
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
失
敗
に
終
り
、「
こ

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

近
代
史
資
料
室
だ
よ
り 
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第１号 

発
刊
に
あ
た
っ
て 

 

鎌
倉
市
図
書
館
は
開
館
百
一
年
目
を

迎
え
る
平
成
二
十
四
年
度
、
昭
和
五
十

二
年
に
開
設
し
た
近
代
史
資
料
室
を
更

に
充
実
さ
せ
る
た
め
職
員
を
置
き
近
代

史
資
料
担
当
に
組
織
変
更
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
れ
を
期
に
こ
の
「
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
資
料
室
だ
よ
り
」
を
発
刊

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
鎌
倉
の
中
世
が
注
目
さ
れ
る

中
、
今
迄
コ
ツ
コ
ツ
と
収
集
・
整
理
し

て
き
た
近
代
史
資
料
を
皆
様
方
に
ご
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

方
と
図
書
館
を
繋
ぐ
懸
け
橋
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

中
央
図
書
館
長 

古
谷 

修 
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の
事
件
の
頃
は
、
善
三
郎
ら
売
込
商
に
と
っ
て
ま
さ
に

危
機
の
時
代
で
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
『
横
浜

商
人
と
そ
の
時
代
』
横
浜
開
港
資
料
館 

平
成
６
年
）
。

松
方
デ
フ
レ
と
い
わ
れ
る
不
況
時
代
で
あ
り
、
明
治
十

五
年
は
時
期
的
に
事
業
を
進
め
る
に
は
問
題
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
彼
ら
は
都
市
銀
行
と
提
携
し

な
が
ら
、
輸
出
生
糸
を
一
手
に
掌
握
し
再
度
実
権
を
握

っ
て
い
き
、
さ
ら
に
政
界
に
も
進
出
し
た
。
明
治
二
十

年
は
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。 

明
治
二
十
年
八
月
七
日
付
「
毎
日
新
聞
」
に
は
出
来

た
ば
か
り
の
鎌
倉
海
浜
院
が
紹
介
さ
れ
、
錚
々
た
る
エ

リ
ー
ト
医
師
達
と
横
浜
の
財
界
人
の
名
前
が
並
ん
で

い
る
。
彼
ら
横
浜
商
人
と
の
経
済
的
人
的
な
結
び
つ
き

に
よ
っ
て
「
海
濱
院
」
が
設
立
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

  

長
与
専
斎 

海
浜
院
設
立
を
中
心
的
に
進
め
た
政
府
高
官
・
医
師

に
長
与
専
斎
（
な
が
よ
せ
ん
さ
い
）
が
い
る
。
長
与
の

功
績
を
顕
彰
す
る
大
き
な
石
碑
が
長
谷
高
徳
院
大
仏

脇
に
今
も
建
っ
て
い
る
。 

天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
肥
前
国
大
村
藩
侍
医
の
家

に
生
れ
た
長
与
は
、
大
坂
の
蘭
学
者
緒
方
洪
庵
の
「
適

塾
」
に
入
門
し
、
塾
頭
を
務
め
、
次
い
で
長
崎
医
学
伝

習
に
参
加
し
、
ポ
ン
ペ
や
松
本
良
順
か
ら
当
時
最
新
の

西
洋
医
学
を
修
め
た
。
大
村
藩
侍
医
、
長
崎
医
学
校
学

頭
を
務
め
た
後
、
明
治
四
年
文
部
省
に
出
仕
す
る
。
そ

し
て
岩
倉
遣
欧
使
節
団
に
随
行
し
、
欧
米
の
医
学
制
度

を
視
察
し
た
経
験
を
初
代
衛
生
局
長
時
代
（
明
治
７
～

２
４
年
）
に
発
揮
し
、
近
代
日
本
の
衛
生
行
政
・
制
度

の
基
礎
を
築
い
た
。
元
老
院
・
貴
族
院
の
議
員
な
ど
を

歴
任
し
、
明
治
三
十
五
年
に
没
し
た
。 

鎌
倉
の
海
が
海
水
浴
に
最
適
で
あ
る
と
最
初
に
評

価
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
医
師E

.

ベ
ル
ツ
で
あ
る
（
明

治
１
２
年
）
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
長
与
専
斎
が
鎌
倉
を

海
水
浴
に
最
適
と
紹
介
し
、
横
浜
の
富
商
茂
木
惣
兵
衛

ら
と
図
り
、
「
鎌
倉
海
濱
院
」
を
創
設
し
た
。
自
ら
も

転
地
治
療
に
鎌
倉
海
浜
院
へ
赴
い
た
り
（「
読
売
新
聞
」

明
治
２
２
年
１
２
月
４
日
・
『
醫
譚
』
復
刊
第
９
５
号

上
田
卓
爾
「
日
本
及
び
欧
米
の
海
濱
院
に
つ
い
て
」
参

照
）
、
海
浜
院
東
側
海
寄
り
に
別
荘
を
建
て
、
家
族
で

由
比
ヶ
浜
に
遊
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。 

長
与
専
斎
が
起
草
し
た
と
思
わ
れ
る
「
鎌
倉
海
濱
院

創
立
ノ
趣
意
書
」
（
明
治
２
０
年
７
月
）
か
ら
海
浜
院

設
立
の
趣
旨
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

西
洋
に
お
い
て
始
ま
っ
た
「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
（
趣

意
書
で
は
「
海
浜
摂
養
所
」
と
訳
）
を
紹
介
し
、
海
浜

保
養
の
効
能
を
説
い
て
い
る
。
虚
弱
体
質
の
人
、
腺
病

性
の
小
児
の
た
め
に
清
浄
な
海
気
と
海
水
浴
、
善
良
の

食
料
、
適
度
な
運
動
を
一
定
の
規
則
を
設
け
て
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
体
質
改
善
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
鎌
倉
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
、

单
に
ひ
ら
け
た
遠
浅
な
海
、
温
暖
な
気
候
、
豊
富
な
景

勝
地
、
古
跡
、
繁
茂
す
る
松
林
、
適
度
の
生
活
の
利
便

性
な
ど
に
恵
ま
れ
、
「
海
濱
院
」
を
創
設
す
る
の
に
最

適
な
地
で
あ
る
と
説
く
。
当
時
の
人
々
が
苦
し
み
恐
れ

て
い
た
結
核
療
養
及
び
予
防
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

当
時
の
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
（
第
五
十
号
明

治
２
０
年
７
月
３
０
日
）
に
も
「
鎌
倉
海
濱
院
」
が
詳

し
く
紹
介
さ
れ
「
此
肺
病
素
因
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
主
モ

ニ
中
等
以
上
有
為
ノ
人
種
ニ
多
ク
」
と
結
核
と
の
関
係

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
半
ば
に
入
る
と
開
港
地
横
浜
に
隣
接
し
、
東
京

の
郊
外
に
位
置
し
た
鎌
倉
は
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

す
で
に
都
会
人
に
と
っ
て
保
養
地
、
別
荘
地
と
し
て
好

ま
れ
、
明
治
政
府
の
政
財
界
人
を
は
じ
め
、
教
育
・
文

学
、
医
学
関
係
者
た
ち
が
次
々
と
別
荘
を
構
え
て
い
た
。

彼
等
に
影
響
を
与
え
た
「
海
浜
保
養
」
の
思
想
は
、
明

治
政
府
の
お
雇
い
外
国
人
医
師
ベ
ル
ツ
博
士
や
岩
倉

遣
欧
使
節
一
行
の
西
洋
体
験
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
い
わ
れ
る
。
明
治
の
幕
開
け
と
と
も
に
草
深
い
鎌

倉
に
も
、
西
洋
文
化
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
き
た
の
で

あ
る
。 

 

 
 

院
長
近
藤
良
薫
と
医
師
勝
見
正
成 

次
に
実
際
に
海
浜
院
院
長
と
な
っ
た
医
師
近
藤
良

薫
（
こ
ん
ど
う
り
ょ
う
く
ん
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。 

 

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
三
河
国
半
田
で
出
生
。
元 

服
後
青
雲
の
志
を
も
っ
て
江
戸
に
出
、
慶
応
義
塾
に
入 

り
、
経
済
と
英
語
を
学
ぶ
。
そ
の
後
医
学
を
学
ぶ
た
め 

明
治
三
年
横
浜
へ
出
る
。
慶
応
の
先
輩
で
医
師
と
し
て 
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働
い
て
い
た
早
矢
仕
有
的
（
は
や
し
ゆ
う
て
き
）
の 

静
々
舎
（
境
町
二
丁
目
、
若
い
学
生
の
勉
強
塾
）
に
入 

り
、
実
地
医
学
を
学
ん
だ
。
翌
四
年
单
仲
通
三
丁
目
に 

移
り
、「
横
浜
病
院
（
十
全
病
院
）
規
則
」（
明
治
５
年
） 

に
は
代
表
七
名
の
医
師
の
一
人
に
入
っ
て
い
る
。
明
治 

六
年
に
は
神
奈
川
県
立
横
浜
病
院
で
診
療
を
担
当
。
そ 

の
時
米
国
人
医
師
シ
モ
ン
ズ
に
指
導
を
う
け
、
シ
モ
ン 

ズ
の
著
書
（
邦
訳
名
『
黴
毒
小
箒
』）
を
義
塾
の
先
輩 

松
山
棟
庵
と
翻
訳
筆
記
し
た
。 

 

明
治
八
年
真
砂
町
に
開
業
し
、
三
浦
郡
の
医
師
清
水 

皋
民
に
医
学
を
教
え
た
。
明
治
十
一
年
野
毛
山
に
賛
育 

病
院
を
建
て
、
さ
ら
に
横
浜
医
学
講
習
会
を
作
っ
て
医 

師
同
士
の
勉
学
の
場
を
作
っ
た
。
医
学
講
習
会
は
度
々 

開
か
れ
、
県
下
に
も
同
じ
会
が
で
き
始
め
た
。
明
治
十 

二
年
コ
レ
ラ
流
行
に
当
っ
て
医
師
ら
と
地
方
検
疫
委 

員
と
な
っ
て
伝
染
病
予
防
に
も
努
め
た
。
そ
し
て
明
治 

二
十
年
に
は
長
与
専
斎
に
協
力
し
て
、
鎌
倉
に
海
浜
院 

を
つ
く
っ
た
。 

 

当
時
の
土
地
所
有
記
録
を
見
る
と
鎌
倉
海
浜
院
の 

地
は
ほ
ぼ
近
藤
良
薫
の
名
義
と
な
っ
て
い
た
（
「
土
地 

台
帳
」
）
。
そ
し
て
周
辺
の
土
地
所
有
者
の
中
に
は
茂 

木
保
兵
衛
、
小
林
米
坷
な
ど
横
浜
商
人
、
帰
化
弁
護
士 

の
名
前
が
並
ん
で
い
る
。 

 

さ
ら
に
近
藤
は
横
浜
市
参
事
会
員
に
な
り
明
治
二 

十
六
年
野
毛
山
の
病
院
を
近
藤
病
院
と
し
て
神
奈
川 

県
医
会
設
立
、
医
師
会
長
と
な
る
。
明
治
三
十
年
代
に 

な
っ
て
、
横
浜
の
茶
輸
出
商
大
谷
嘉
兵
衛
に
誘
わ
れ
て 

横
浜
に
本
店
を
持
つ
第
七
十
四
銀
行
取
締
役
に
な
り
、 

経
済
界
に
も
進
出
。
し
か
し
好
事
魔
多
し
、
呼
吸
器 

に
病
変
が
見
つ
か
り
、
明
治
三
十
五
年
五
月
十
九
日
に 

他
界
し
た
（『
横
浜
医
療
事
始
め
』
小
玉
順
三
２
０
０ 

２
年 

横
浜
綜
合
医
学
振
興
財
団 

市
大
医
学
部
内
）
。 

  

次
に
海
浜
院
の
隣
地
に
住
み
実
際
に
宿
泊
客
の
医

療
に
従
事
し
た
勝
見
正
成
（
か
つ
み
ま
さ
な
り
）
に
つ

い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

勝
見
の
墓
は
長
谷
寺
に
あ
る
。
最
近
鎌
倉
市
医
師
会

で
墓
地
を
整
備
し
記
念
碑
建
立
が
進
ん
で
い
る
。 

「
明
治
二
年 

由
緒
一
類
附 

勝
見
忠
太
郎
」
（
金

沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
）
に
よ
る
と
、
父
勝

見
意
平
は
加
賀
藩
士
、
勝
見
家
へ
養
子
に
入
り
、
江
戸

表
御
使
御
用
、
御
勝
手
向
御
用
な
ど
を
勤
め
て
い
た
が
、

安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
に
若
く
し
て
病
死
し
た
。
正

成
（
忠
太
郎
）
は
安
政
六
年
に
誕
生
し
、
十
一
歳
で
祖

父
惣
左
衛
門
の
跡
目
を
継
ぎ
七
人
扶
持
を
給
さ
れ
る
。

祖
父
も
御
勝
手
向
御
用
、
高
岡
町
御
奉
行
な
ど
を
勤
め

て
い
た
。
勝
見
は
、
明
治
九
年
に
金
沢
医
学
所
に
入
学

し
（
金
沢
大
学
資
料
館
紀
要
『
金
沢
大
学
の
淵
源
』
２

０
１
２
年
１
０
月
刊
）
、
医
学
を
志
し
た
。
横
浜
、
そ

し
て
鎌
倉
へ
出
て
き
た
詳
し
い
経
緯
は
ま
だ
わ
か
っ

て
い
な
い
。
勝
見
も
ま
た
活
発
に
社
会
事
業
に
取
り
組

む
人
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
郡
医
会
の
初
代
会
長
（
明
治
２

５
年
）
に
な
り
、
鎌
倉
町
会
議
員
と
し
て
活
動
し
、
鎌

倉
同
人
会
理
事
と
し
て
陸
奥
廣
吉
伯
爵
と
共
に
鎌
倉

町
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
昭
和
五
年
六
月
五
日
没
。 

 

 
 

海
浜
院
の
療
養
生
活 

ご
く
初
期
の
頃
の
海
浜
院
で
の
療
養
生
活
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
阿
部
家
記
録
『
由
比
濱
随

遊
私
記
』（
山
岡
謙
介 

明
治
２
０
年
）
か
ら
引
用
し
て

み
よ
う
。 

旧
備
後
福
山
藩
城
主
阿
部
正
方
の
妹
「
恪
子
様
」
が
、

創
立
間
も
な
い
「
海
濱
院
」
に
滞
在
し
た
折
の
様
子
を

阿
部
家
家
令
山
岡
謙
介
が
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
八

月
二
十
八
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
の
二
週
間
ほ
ど

の
滞
在
で
あ
る
。
建
物
の
設
備
、
院
規
則
に
よ
る
浴
海
、

飲
食
、
海
浜
史
跡
の
逍
遥
そ
し
て
滞
在
客
の
様
子
な
ど

で
あ
る
。 

食
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

「
飲
食
ハ
洋
食
ヲ
主
ト
ス
。
若
シ
和
食
ヲ
欲
ス
ル
ト

キ
ハ
食
前
三
時
間
之
ヲ
事
務
所
ヘ
告
グ
ベ
シ
。
凡
飲
食

鎌倉海濱院玄関正面 明治 26 年頃  

阿部家所蔵 
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ノ
定
規
、
朝
六
時
牛
乳
五
勺
ヲ
寝
室
ニ
送
ル
。
一
飲
ノ

後
当
ニ
戸
外
ヲ
逍
遥
ス
ベ
シ
。
七
時
朝
食
、
十
二
時
午

餐
、
四
時
喫
茶
、
七
時
晩
餐
、
病
客
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
皆

食
堂
ニ
会
食
ス
。
（
中
略
）
滋
養
物
ヲ
食
シ
海
水
ニ
浴

ス
ル
ハ
本
院
摂
生
ノ
主
要
ト
雖
モ
独
リ
浴
海
ヲ
以
テ

運
動
足
レ
リ
ト
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
時
ニ
海
浜
ニ
逍
遥
シ
、

或
ハ
近
傍
名
勝
ヲ
探
ル
、
皆
摂
養
ノ
緊
密
事
ナ
リ
。
」 

 

八
月
廿
八
日
に
摂
っ
た
食
事
と
し
て
、
「
昼
食 

ボ

イ
ル
鰕
魚
・
ビ
ー
フ
カ
テ
レ
ツ
・
鶏
シ
チ
ウ
・
グ
ナ
ラ

フ
ラ
イ
ケ
ー
キ
・
梨
菓
・
竜
眼
肉
・
珈
琲
」
、
喫
茶
に

は
「
紅
茶
・
菓
子
」
、
晩
餐
に
「
ス
ー
プ
・
ボ
イ
ル
チ

キ
ン
・
ビ
ー
フ
ハ
ヤ
シ
・
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
・
プ
リ
ン
・

木
菓
・
珈
琲
」
の
記
述
が
あ
る
。 

ま
た
滞
在
中
、
華
族
女
学
校
の
友
人
長
与
女
ら
と
鎌

倉
・
江
の
島
の
名
所
旧
跡
を
精
力
的
に
散
策
し
て
い
る
。

鶴
岡
八
幡
宮
、
鎌
倉
宮
、
賴
朝
邸
跡
、
宝
戒
寺
、
光
明

寺
、
長
谷
大
仏
、
建
長
寺
、
海
蔵
寺
、
七
里
ヶ
浜
、
江

ノ
島
、
権
五
郎
神
社
な
ど
で
あ
る
（
阿
部
正
道
「
明
治

前
期
の
鎌
倉
遊
覧
」
『
鎌
倉
』
１
３
号
昭
和
３
９
年
９

月 

参
照
）
。 

 

ち
な
み
に
鎌
倉
に
あ
っ
た
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
概
観

し
て
み
る
と
、
「
鎌
倉
海
浜
院
」
は
そ
の
嚆
矢
と
言
え

る
が
、
そ
の
後
中
村
恵
風
園
（
明
治
３
２
年
）
・
鎌
倉

病
院
（
明
治
３
２
年
）・
鈴
木
療
養
所
（
明
治
４
４
年
）・

額
田
保
養
院
（
大
正
９
年
）
・
聖
テ
レ
ジ
ア
七
里
ヶ
浜

療
養
所
（
昭
和
４
年
）
・
林
間
病
院
（
昭
和
８
年
）
と

湘
单
地
域
で
も
多
数
を
し
め
る
（
高
三
啓
輔
『
サ
ナ
ト

リ
ウ
ム
残
影
』
日
本
評
論
社
２
０
０
４
年
参
照
）
。 

  
 

「
株
式
会
社
鎌
倉
海
濱
院
ホ
テ
ル
」
へ 

こ
の
海
浜
院
は
厳
格
な
規
則
を
も
っ
た
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
程
な
く
多
く
の
貴
顕

紳
士
や
外
国
人
客
を
受
け
入
れ
ホ
テ
ル
へ
転
換
し
た
。

当
時
の
新
聞
が
宿
泊
客
の
名
前
を
載
せ
て
そ
の
盛
況

ぶ
り
を
宣
伝
し
て
い
る
。
中
に
は
新
島
襄
や
原
敬
が
宿

泊
し
静
養
し
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。 

初
期
か
ら
重
篤
な
患
者
を
受
け
入
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
保
養
所
の
様
相
が
強
か
っ
た
。
明
治
二
十
一
年

四
月
十
一
日
付
の
「
読
売
新
聞
」
に
も
「
同
院
ハ
衛
生

上
頗
る
適
当
の
地
な
る
よ
り
追
々
盛
況
ニ
赴
き
浴
客

も
尐
な
か
ら
ざ
る
由
な
る
が
、
其
多
く
ハ
外
国
人
に
て

就
中
小
児
最
も
多
く
京
濱
の
重
な
る
外
国
人
ハ
何
れ

も
保
母
に
託
し
て
小
児
を
此
處
に
養
育
せ
し
め
土
曜

日
曜
等
に
ハ
其
父
母
保
養
か
た
が
た
一
泊
掛
け
に
遊

ぶ
と
云
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
移
行

す
る
要
素
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

院
長
近
藤
良
薫
の
土
地
所
有
の
履
歴
も
明
治
三
十

四
年
で
終
わ
り
、
生
糸
商
青
山
和
三
郎
や
横
浜
在
住
の

英
国
商
人
に
経
営
が
移
っ
て
い
く
。
長
与
専
斎
も
由
比

ヶ
浜
の
海
で
次
女
の
溺
死
と
い
う
不
幸
に
遭
い
、
そ
の

悲
し
み
か
ら
明
治
二
十
七
年
に
は
鎌
倉
か
ら
離
れ
て

い
る
。 

 

ホ
テ
ル
の
経
営
は
盛
況
の
う
ち
に
始
ま
っ
た
が
、
鎌

倉
が
外
国
人
遊
歩
区
域
に
入
っ
て
い
た
有
利
な
条
件

も
明
治
三
十
二
年
の
内
地
雑
居
の
始
ま
り
と
共
に
消

え
て
行
き
、
日
光
、
箱
根
な
ど
と
の
競
争
が
始
ま
っ
た
。 

ホ
テ
ル
を
株
式
会
社
経
営
に
し
て
立
て
直
し
を
図

っ
た
と
見
ら
れ
る
の
が
明
治
三
十
九
年
十
月
で
あ
る
。 

本
店
は
横
浜
市
山
下
町
、
資
本
金
五
万
円
、
取
締
役

に
は
、
山
下
町
在
住
の
英
国
商
人
や
ア
メ
リ
カ
人
帰
化

弁
護
士
、
日
本
人
生
糸
商
人
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

そ
の
う
ち
唯
一
の
日
本
人
青
山
和
三
郎
は
医
師
近
藤

良
薫
の
あ
と
を
う
け
て
土
地
の
名
義
人
と
な
り
ホ
テ

ル
の
支
配
人
を
務
め
て
い
る
。 

ま
た
同
時
期
に
建
物
の
大
改
築
を
計
画
し
、
有
名
な

御
雇
い
外
国
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
コ
ン
ド
ル
に
設

計
を
依
頼
し
た
事
が
、
現
在
京
都
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て 

          

鎌倉海浜院ホテル遠景 

ジョサイア・コンドルの設計図を元に改築

された海浜院ホテルを海側砂丘上から見

る。 明治 40 年頃 
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い
る
数
葉
の
設
計
図
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
コ
ン

ド
ル
作
品
集
に
は
「
鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
」
の
記
録
が
無

く
設
計
か
ら
施
工
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が

残
る
が
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

そ
の
後
は
充
実
し
た
設
備
と
豪
華
な
宿
泊
客
に
よ

っ
て
、
湘
单
の
帝
国
ホ
テ
ル
と
称
さ
れ
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
。
鎌
倉
の
町
の
住
人
が
気

軽
に
利
用
出
来
る
施
設
で
は
な
か
っ
た
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
結
婚
式
の
思
い
出
を
持
つ
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
占
領
軍
の
失
火
で
昭
和
二
十
年
（
１
９

４
５
）
十
二
月
と
昭
和
二
十
一
年
一
月
の
二
度
の
火
災

に
よ
っ
て
焼
失
す
る
ま
で
六
十
年
近
く
の
歴
史
を
刻

み
、
町
の
重
要
な
顔
と
し
て
存
在
し
続
け
、
町
の
商
業

や
文
化
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。 

 

焼
失
後
、
長
ら
く
草
原
が
残
っ
て
い
た
が
、
昭
和
五

十
二
年
（
１
９
７
７
）
に
「
株
式
会
社
鎌
倉
海
浜
ホ
テ

ル
」
経
営
の
「
鎌
倉
シ
ー
サ
イ
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
再
出
発
し
、
か
つ
て
の
海
浜
ホ
テ
ル
の
面
影
を
残

し
な
が
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
平
成
二
十
二
年

（
２
０
１
０
）
六
月
に
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
、
明
治
の

設
立
か
ら
一
〇
〇
年
近
い
歴
史
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
平
田
恵
美
記
） 

（
次
号
に
て
「
海
浜
ホ
テ
ル
の
変
遷
」
「
建
物
考
」

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
） 

  

                           

    年 海浜院関連事項（略年表） 

明治 20年 1887 

「鎌倉海浜院」（サナトリウム）開院（８月 1日） （「毎日新聞」７月２９日） 

      発起人：長与専斎・近藤良薫（賛育医院）・中山安次郎・亀屋善三郎（原）・ 

茂木惣兵衛（茂木銀行頭取）   
        「寝室は楼上楼下三十餘室あり、新聞縦覧所あり玉突場あり食堂は百人会食するに足り浴

室は男女を区別し温浴すべく冷浴すべく又雨浴すべし…（朝）着替えをする前に部屋に牛

乳来り…別に一棟あり、診療所薬局普請中」 （『大日本私立衛生会雑誌』５１号８月２７日） 

伯爵阿部正方の妹恪子氏滞在（８月２８日～９月１３日） 院長近藤良薫 主任医師勝見正成 
    「来客は五十名計りにして、中に華族大村君・同阿部君・芳川内務次官・渡辺大学総長夫

人・佐藤進氏令閨・岩崎参事官、外国紳士七八名参りおらる、…別に塩湯の設けもあり」 

（「毎日新聞」８月３１日）   
    「室料 一日ノ席料壱圓、八十銭、六十銭、四十銭、三十銭…食料欧風一日分壱圓」 

                              （「毎日新聞」１２月２８日） 

明治 21年 1888 同志社大学設立奔走中の新島襄が静養（５月２４日～６月１０日） 

明治 22年 1889      「海浜院の客 目下非常の繁盛 内国人凡そ十人外国人凡そ四十人…内国人の重なる

人々ハ山田伯、奈良原夫人、同令嬢、工学士藤本為吉、愛知半田ノ豪商小栗三郎の諸

氏なりと」  （「毎日新聞」８月１６日） 

奈良原時子（華族女学校在学中）が滞在（８月１１日～２５日）(「鎌倉日記」） 

明治 29年 1896 

原敬（当時外務省通商局長）が滞在（１月２日）  

        「二日午後より鎌倉海浜院へ赴き取調べものをなしつつ休養せり、宿泊人は外国人のみに    

て頗る静閑なりし」 （『原敬日記』）  

明治 39年 1906 

ジョサイア・コンドル 海浜院ホテル設計（７月） 
株式会社鎌倉海浜院ホテル登記 

  本店 横浜市山下町７０番地 資本金５万円 １株金５０円 振込株金額５０万円  

横浜に於いて発行する英字日刊新聞にて広告 

  取締役： エル、ジェー、ヒーリング（山下町２２番地英国臣民）  

        エドウイン、エディン（同所 英国臣民）  

        小林米可（山下町７０番）  

        エー、ジー、エム、ウォール（関内町５０番英国臣民）  

         青山和三郎（鎌倉町乱橋材木座１１８２番）  

         監査役：ティー、エッチ、バッグバード  

    存立の時期５０年 明治３９年１０月２２日登記簿第１５７号に登記 (「貿易新報」１０月２４日) 

（次回「資料室だより」へ続く） 
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鎌
倉
町
立
図
書
館
記
念
碑
「
間
島
君
旌
徳
碑
」 

昭
和
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
町
立
図
書
館
は
関
東

大
震
災
後
町
民
待
望
の
独
立
図
書
館
で
し
た
。
現
在
も

御
成
小
学
校
校
門
脇
右
側
に
二
階
建
て
の
古
い
建
物

が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
九
年
に
現
在
の
中
央
図

書
館
が
建
つ
ま
で
戦
前
戦
後
の
時
代
を
鎌
倉
の
知
的

セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

手
前
に
建
っ
て
い
る
仙
台
石
の
ど
っ
し
り
し
た
記

念
碑
は
、
こ
の
建
物
を
寄
附
し
た
間
島
弟
彦
氏
を
顕
彰

し
た
も
の
で
す
。
撰
文
は
鎌
倉
高
等
女
学
校
校
長
田
邊

新
之
助
氏
、
題
字
は
鎌
倉
国
宝
館
初
代
館
長
荒
川
巳
次

氏
で
す
。
銀
行
家
で
あ
っ
た
間
島
氏
は
大
正
・
昭
和
と

鎌
倉
市
内
に
住
み
、
大
正
四
年
に
設
立
さ
れ
た
鎌
倉
同

人
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
鎌
倉
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
保
護
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
昭
和
三
年
没

後
、
弟
彦
氏
の
遺
志
を
継
い
だ
愛
子
夫
人
か
ら
は
図
書

館
だ
け
で
な
く
鎌
倉
国
宝
館
、
小
学
校
な
ど
に
も
多
額

の
寄
付
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
昭
和
十
一
年
三
月
建
立
） 

》
寄 

贈 

資 

料 

紹 

介
《 

寺
分
村
の
「
高
札
」 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
め
に
か
け
て
街
道
沿
い
の

宿
場
（
し
ゅ
く
ば
）
や
村
々
の
辻
に
は
「
高
札
場
」（
こ

う
さ
つ
ば
）
が
設
け
ら
れ
、
庶
民
に
た
い
し
て
幕
府
や

新
政
府
の
基
本
法
令
を
示
す
た
め
、
墨
書
し
た
大
き
な

木
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

鎌
倉
市
域
に
も
江
戸
時
代
に
は
三
七
ヶ
所
の
高
札

場
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。（『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』） 

鎌
倉
市
寺
分
（
て
ら
ぶ
ん
）
の
旧
家
の
蔵
の
中
に
百

四
十
年
余
り
も
眠
っ
て
い
た
六
枚
の
「
高
札
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
五
枚
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
、

明
治
新
政
府
が
王
政
復
古
の
号
令
の
も
と
最
初
に
掲

げ
た
「
五
榜
の
掲
示
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
保
存

状
態
が
よ
く
、
墨
の
色
も
い
ま
だ
に
鮮
や
か
で
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
展
「
鎌
倉
の
高
札
」
よ
り 

       

   

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋 

 

 

写
真
帳 

            

定 
 

人
た
る
も
の
五
倫
の

道
を
正
し
く
す
べ
き
こ
と
…

（
五
倫
の
道
の
勧
め
） 

定 

切
支
丹
宗
門
の
儀
は
、

是
ま
で
御
制
禁
の
通
り
… 

（
切
支
丹
・
邪
宗
門
の
禁
止
） 

OgC のマークは「大船ガーデンシティ」の略称 

大正時代末、大船駅東口一帯が「大船田園都市」として

開発され、理想の街づくりをめざした。残念ながら関東

大震災とその後の金融恐慌で頓挫したが、今尚街路など

に名残が残っている。このマンホールもその一つであ

る。現在、掘り出され図書館で収蔵。『幻の田園都市か

ら松竹映画都市へ』（鎌倉近代史資料集第 13 集）参照 

二階堂理智光寺跡 昭和 10 年頃  

青年団建立の碑がポツンと立っている。現在

この谷戸は開発され、通称江ノ電住宅と言わ

れている。尾根は浄明寺側胡桃ヶ谷団地に通

じている。 （高見千代子氏旧蔵写真帳より） 

① 
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資
料
室
に
は
大
町
「
三
九
文
書
」
・
「
山
ノ

内
村
御
用
留
」・
関
谷
「
落
合
家
文
書
」「
平

井
家
文
書
」
・
植
木
「
小
坂
家
文
書
」
・
大

船
「
大
津
家
文
書
」・
扇
ガ
谷
「
渡
辺
家
文

書
」
な
ど
江
戸
か
ら
明
治
期
の
文
書
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一
点
ご
紹
介
し
ま
す
。 

    
 

 

＊
明
治
二
十
一
年
横
須
賀
線
開
通
に
向
け
て
突
貫
工
事
が
行
わ

れ
る
な
か
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
土
地
借
り
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
語
っ
て
い
る
。（
扇
ガ
谷
「
渡
辺
家
文
書
」
よ
り
） 

》
関
東
大
震
災
手
記
よ
り
《
① 

（
略
）
翌
朝
鎌
倉
の
我
が
家
へ
帰
る
べ
く
、
列
車
を
乗

り
つ
い
で
大
船
駅
の
ホ
ー
ム
を
間
近
に
し
た
午
前
十

一
時
五
十
八
分
で
し
た
。
あ
の
関
東
大
震
災
に
遭
う
ん

で
す
。
い
き
な
り
ド
ー
ン
と
来
て
車
輌
ご
と
大
き
く
浮

き
上
が
っ
た
か
と
思
う
と
、
横
に
傾
い
た
ま
ゝ
再
び
地

上
に
た
ゝ
き
付
け
ら
れ
る
ん
で
す
か
ら
た
ま
り
ま
せ

ん
。
む
ろ
ん
全
車
輌
脱
線
転
覆
で
、
車
内
は
正
に
阿
鼻

叫
喚
の
地
獄
で
す
。
夢
中
で
近
く
に
居
た
血
ま
み
れ
の

子
供
を
一
人
抱
え
て
、
砕
か
れ
た
窓
か
ら
外
へ
這
い
出

る
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
ど
う
す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。

強
い
余
震
続
き
で
い
つ
車
輌
が
つ
ぶ
れ
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
だ
し
、
医
者
と
い
っ
て
も
器
具
も
薬
も
何
一

つ
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す
か
ら
、
い
く
ら
怪
我
人
が
居

て
も
手
の
施
し
様
が
無
い
訳
で
す
。 

 

し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
様
な
場
合
で
す
か
ら
医
者

と
し
て
何
か
や
る
事
が
あ
る
筈
だ
と
思
い
直
し
て
、
い

ち
早
く
外
へ
逃
げ
出
し
た
元
気
そ
う
な
人
た
ち
五
・
六

人
に
声
を
掛
け
、
と
も
か
く
車
内
の
怪
我
人
を
一
人
で

も
多
く
外
へ
連
れ
出
し
て
く
れ
る
様
に
頼
み
、
そ
の
助

け
ら
れ
た
人
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て
、
手
持
ち
の
風
呂

敷
や
手
ぬ
ぐ
い
を
裂
い
て
も
ら
っ
て
、
急
場
し
の
ぎ
の

包
帯
づ
く
り
で
す
。
そ
し
て
私
は
、
幸
い
大
船
駅
が
目

の
前
で
し
た
か
ら
駅
長
事
務
室
に
駆
け
込
ん
で
、
「
消

毒
液
か
焼
酎
が
あ
っ
た
ら
出
し
て
く
れ
」
、
と
い
ゝ
ま

し
た
ら
、
有
難
い
事
に
両
方
と
も
有
っ
た
も
ん
で
す
か

ら
そ
れ
を
持
ち
帰
り
、
怪
我
人
を
一
人
一
人
診
て
は
消

毒
し
、
止
血
の
方
法
だ
け
を
指
示
し
ま
し
た
。
そ
の
数

何
十
人
だ
っ
た
の
か
何
百
人
だ
っ
た
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
そ
れ
が
精
一
杯
の
医
療
行
為
で
し
た
。 

 

こ
う
し
て
私
は
、
一
段
落
し
た
あ
と
大
船
駅
か
ら
歩

い
て
夕
方
近
く
鎌
倉
へ
着
く
ん
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
町

は
全
滅
と
い
う
惨
状
で
、
至
る
所
火
災
で
す
。
あ
の
悲

惨
な
光
景
は
未
だ
に
忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ

の
時
不
気
味
だ
っ
た
の
は
、
シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え
っ

て
人
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で

す
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
ど
の
家
も
全
員
圧
死
か
焼
死

し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
考
え
て
一
度
に
全
身
の

血
が
引
き
抜
け
て
行
く
感
じ
で
し
た
が
、
そ
の
時
に
な

っ
て
は
じ
め
て
家
内
や
娘
の
身
が
不
安
に
な
り
、
無
事

で
居
る
こ
と
だ
け
を
念
じ
な
が
ら
、
降
り
か
ゝ
る
火
の

粉
の
町
を
我
が
家
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。（
略
） 

 

そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
、
つ
い
数
日
前
引
越
の
挨
拶
に
伺

っ
て
お
目
に
か
ゝ
っ
た
町
内
会
の
石
橋
副
会
長
さ
ん

が
、
向
か
い
の
御
用
邸
か
ら
自
転
車
で
出
て
来
ら
れ
て
、

「
横
田
軍
医
さ
ん
、
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
な
ら
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。
御
用
邸
の
庭
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
。
」

と
、
大
声
を
掛
け
て
走
り
去
ら
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
時

の
嬉
し
さ
は
た
と
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
思

わ
ず
ワ
ッ
と
、
道
路
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
第
十
四
代
埼
玉
県
医
師
会
長
横
田
直
正
氏
談
話

「
関
東
大
震
災
聞
書
控
」
加
藤
勉
「
埼
玉
史
談
」
５
２
‐
２
） 

 

★
図
書
館
で
は
関
東
大
震
災
体
験
手
記
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

「 

扇
谷
ト
ン
ネ
ル
口
借
地
之
件
ニ
付
御
用
談
致
度
候
条

明
十
六
日
早
朝
当
出
帳
所
へ
御
出
頭
相
成
度
候
也 

 
 

 
 
 
 
 
 

八
月
十
五
日 

 

雪
之
下
ス
テ
イ
シ
ョ
ン 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
帳
所
印  

渡
邊
金
太
郎
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
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》
古
写
真
《 

 

★
図
書
館
で
は
古
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す 

 

》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）《
① 

葛
原
輝
さ
ん
（
日
本
画
家
・
元
浄
明
寺
住
） 

―
―
関
東
大
震
災
の
時
は 

関
東
大
震
災
の
時
、
葉
山
の
借
り
た
別
荘
に
い
た
。 

九
才
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
午
前
中
雤
が
降
っ
た
が
晴

れ
て
た
ら
海
へ
行
っ
て
い
た
の
で
津
波
に
や
ら
れ

た
か
も
知
れ
な
い
。
ド
ン
と
き
た
。
庭
へ
転
が
り
落

ち
た
の
か
、
大
人
が
押
し
出
し
た
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
家
に
は
入
れ
な
く
な
っ
て
、
松
林
の
中
で
戸

板
と
畳
を
敷
い
て
、
蚊
帳
を
吊
っ
て
過
ご
し
た
。
七

日
目
に
横
須
賀
か
ら
駆
逐
艦
で
東
京
に
帰
っ
た
。
横

須
賀
の
火
薬
庫
に
火
が
入
れ
ば
、
二
里
四
方
全
滅
ら

し
い
と
言
っ
て
、
耳
に
栓
を
詰
め
た
り
し
て
。
結
局

決
死
隊
が
火
薬
を
取
り
出
し
た
ら
し
い
。
う
ち
は
大

森
と
大
井
町
の
間
、
大
井
町
の
家
は
何
と
も
な
か
っ

た
が
、
お
袋
は
結
核
で
震
災
の
明
く
る
年
三
十
四
才

で
亡
く
な
っ
た
。 

―
―
自
由
学
園
を
や
め
た
の
は 

 

絵
を
描
き
た
か
っ
た
の
に
、
木
工
が
始
ま
っ
た
の
で
。

私
は
絵
し
か
取
り
柄
が
な
か
っ
た
の
よ
。
簡
卖
に
言
う

と
嫁
に
行
き
た
く
な
か
っ
た
わ
け
。
子
供
の
時
か
ら
歌

舞
伎
が
好
き
で
、
鬘
に
興
味
が
あ
っ
て
、
鬘
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
い
た
ら
、
お
狂
言
の
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
と
い
わ
れ
た
。
野
村
さ
ん
な
ん
か

が
二
十
人
ば
か
り
で
会
を
や
っ
て
い
て
、
同
じ
畳
の
上

で
や
る
の
を
何
回
か
見
に
行
っ
た
。
ま
だ
十
八
、
九
の

小
娘
だ
っ
た
。
木
村
荘
八
が
自
由
学
園
へ
教
え
に
来
て

い
た
の
で
木
村
先
生
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に
行
っ
て
人

物
画
を
や
り
た
い
と
い
う
と
、
「
じ
ゃ
あ
、
鏑
木
さ
ん

だ
ね
」
と
い
っ
て
、
最
初
に
鏑
木
さ
ん
の
所
へ
行
っ
た
。

そ
の
時
鏑
木
さ
ん
は
六
十
二
才
で
「
私
は
年
を
取
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
山
川
か
伊
東
が
い
い
で
し
ょ
」
と
、
山

川
秀
峰
の
と
こ
ろ
へ
ポ
ン
と
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。
鏑
木

さ
ん
は
そ
の
こ
ろ
、
小
石
川
の
能
楽
堂
の
側
に
住
ん
で

い
た
。
二
十
三
年
に
日
展
に
初
入
選
し
た
時
も
、
鏑
木

さ
ん
に
ご
あ
い
さ
つ
に
行
き
ま
し
た
。
孫
弟
子
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
木
村
荘
八
は
根
っ
か
ら
の
江
戸
っ
子
で
、

「
ひ
」
と
「
し
」
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
た
。
山
川
は
三

越
友
禅
部
の
下
絵
描
き
。
京
都
出
身
な
の
で
言
葉
を
使

い
分
け
て
い
た
。
だ
ん
だ
ん
男
の
人
が
出
征
し
て
い
な

く
な
っ
た
の
で
、
山
川
の
書
生
さ
ん
に
来
て
く
れ
と
い

わ
れ
た
。
先
生
は
画
室
を
建
て
た
ば
か
り
で
画
室
の
守

を
し
に
行
っ
た
わ
け
。
書
生
で
す
か
ら
、
お
子
さ
ん
を

お
迎
え
に
行
っ
た
り
も
し
た
。
防
空
演
習
て
い
う
の
が

あ
る
の
。
女
中
は
ダ
メ
だ
っ
た
け
ど
、
私
は
書
生
だ
か

ら
奥
方
の
代
わ
り
に
年
中
防
空
演
習
に
出
て
い
た
。
廃

品
回
収
や
竹
槍
、
白
い
割
烹
着
着
て
神
社
に
集
ま
っ
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
私
は
す
べ
て
お
も
し
ろ
い
と
思
う

の
。（
二
〇
〇
五
年
五
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
抜
粋
） 

葛
原
輝
氏
は
大
正
四
年
山
口
県
に
生
ま
れ
る
。
二
歳
の
時

東
京
へ
転
居
。
自
由
学
園
時
代
か
ら
日
本
画
に
魅
力
を
感

じ
木
村
荘
八
、
山
川
秀
峰
に
師
事
。
二
十
八
歳
で
姉
一
家

と
北
京
へ
渡
る
。
引
き
上
げ
後
伊
東
深
水
塾
に
入
門
し
ひ

た
す
ら
画
業
に
い
そ
し
む
。
昭
和
二
十
六
年
、
三
十
六
歳

の
時
鎌
倉
へ
転
居
。「
鎌
倉
の
自
然
を
守
る
会
」
や
「
鎌
倉

市
民
」
の
同
人
と
し
て
行
動
し
、
円
覚
寺
帰
源
院
で
の
「
漱

石
の
会
」
創
設
に
参
加
。
月
刊
「
鎌
倉
市
民
」
に
ス
ケ
ッ

チ
や
口
絵
を
連
載
。
鎌
倉
市
内
「
わ
ら
び
会
」
で
日
本
画

を
指
導
。
展
覧
会
を
四
十
五
回
開
催
。
現
在
は
静
養
中 

著
作 

「
鎌
倉
野
の
花
・
山
の
花
」（
神
無
書
房
）
他 

 

 

大正 14年頃の江ノ電小町停留所 「待合所」の看板が掛

っているが、売店としても使われていた。雑貨・雑誌・

ステッキが所狭しと並んでいる。中央は邦栄堂、右奥に

輸入煙草沢藤商店の看板が見える。（提供：邦栄堂書店） 

「
近
代
史
資
料
室
だ
よ
り
」
第
１
号 

発
行 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
担
当 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 

  


